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今年度の茨城県支部の流れ

27年度は 6月に全国大会の開催

を茨城県支部で引受けまして、その

後私の体調が悪いので本部にお断

りに行きましたけれど、JPC(日本パ
ーキンソン病コングレス)も水戸で

行うと決めてしまっていて、変更は

出来ない状態でした。そうなると茨

城県支部で行うしかないので、行う

事で、実行委員会を立ち上げました。

実行委員の中で全国大会に参加し

たのは、私と事務局長、栃木県支部

長の菊田和夫さんだけですが進め

ざるを得なかったという状況でし

た。栃木県の支部長さんは水戸から

比較的近いと考えて参加頂く様に

お願い致しました。本当に誠実に参

加下さつでありがたく思っていま

支部長植本泰久

した。

一方、支部の行事の第 30固定期

支部総会もいつも通り行い済ませ

ました。

また 10月 18日(日)から 19日(月)

に一泊旅行を決めて、来月にはご連

絡をする予定です。(行き先 大子

温泉『やみぞ』です。このところ同

じですが、安心して楽しく行えると

思っています。多くの方の参加をお

待ちしています。)

今年は支部創立以来 30年と云う

節目となりますので、記念講演会を

行いたいと、現在計画を立てていま

す。

日時 27年 12月6日(日) 10 : 00""' 15 : 30 

場所 : 茨城県総合福祉会館 4階大研修室

催し物 : 午前中は楽しい事をする。

午後はJI慎天堂大学病院 水野佳邦先生の講演会と医療相

談会の予定
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第 30回定期支部総会を開催して

平成 27年 4月 26日(日)の 10時

30分から第 30固定期支部総会が行

われました。今回は 30年の節目で

すが、今年の 6月 23日(火)'"'-' 24日

(水)に第6回全国総会・第 39回全国

大会が茨城県で行われることに決

まっていまして、特に 30年として

の記念の支部総会は行いませんで

した。

支部総会は議案書通りに運ばれ

て、26年度決算報告において繰越金

が多いと云う指摘がありました。そ

れは役員も協力して頂き無駄なお

金は使わないことを徹底して進め

ているからです。

27年度予算は26年度を参考に決

定しました。

今年度の問題とするところは、支

事務局長植本純代

部役員が 10名の内4名(清水晴美、

寺門正次、宮部知克、大畑恒雄各氏)

が辞められ、新しく役員として根本

祐一氏が入って下さいました。支部

役員になって頂ける方はご連絡い

ただきたく思います。

支部長も体調がおもわしくなく

て、ご挨拶できるかどうかと思って

いましたがどうにか面白が経った

とし1う位です。

午後の講演は筑波大学附属病院

の副病院長の玉岡晃先生にお願い

致しました。演題は『パーキンソン

病の診断と治療』です。

解りやすいお話で良かったとお

聞きしています。

これからもいろいろな先生をお

呼びしたいと思っています。
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|第30回定期支部総会議案劃

l号議案"'8号議案の採決し可決されたのもを掲載します。ご確認ください。

<第 1号議案>

平成26年度活動報告

平成26年度の全国パーキンソン病友の会茨城県支部の活動は友の会の方針に従って、

交流会、一泊旅行、製薬会社の主催による市民講座などを行って進めてまいりました。

一方、国では難病新法が可決されて、平成 27年 1月 1日から施行され新しい難病医

療費助成制度が発足致しま した。指定難病も 56から現在 110になり今年度中には 300

になる予定です。またパーキンソン病も今まで受けられなかった軽症者でも高額負担を

している人は助成対象になります。一方、重症者は収入区分により負担増となる方も有

ります。現在以前から認定されている方は緩和措置が有るというものの負担増は免れな

いことになります。

最近の高齢化社会ではパーキンソン病患者は増加傾向にあります。

この病気は顔が違うように一人ひとりの処方が違っています。友の会は、患者の悩み

や疑問をなくすためと QOL(生活の質)を高めるために活動しています。

自分一人ではなく友人がいることが解ると頑張る力も湧いてきます。一人で悩まない

で会員の皆様と分かち合いましょう。

1、26.4.11"'26.4.12

4. 11 r世界パーキンソンデーJに国会請願を行い、厚生労働省と交渉をした。翌日

は本部の勉強会に、支部長他 l名参加した。

2、26.4.20

茨城県支部の第 29固定期支部総会を行い、京都大学、 iPS研究所医学博士、教授、

の高橋淳先生による講演会を開催し、会場満員の 150名の参加を得た。

3、26.5.16

市民公開フォーラムが水戸駅ピルエクセルで開催された。会員他一般の患者さんが

50名程参加した。

4， 26.5.26 

臨時役員会を聞き、全国大会を引き受けるかどうか検討し引受けることに決定した。

5， 26.6. 18"'26.6.19 

第 38回全国パーキンソン病友の会総会・大会が北海道にて開催され支部長他 l名

参加した。

6、26.6.22

平成 26年度第 I回の県央・県北地区患者・家族の交流会を水戸市ミオスボランテ

ィア会館で開催し、30名参加した。
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7、 26.7. 24 

日立保健所で患者・家族の交流会があり支部長他6名参加した。

8、26.8.23

平成26年度第 1回県南地区の患者家族の交流会を常総市石下の福祉センターで開催

し51名参加した。

9， 26. 10.9 

常陸大宮保健所で患者・家族の交流会があり、支部長他 1名が参加した。

10、26.10. 11 

筑西保健所と古河保健所合同の患者・家族の交流会があり、支部長と 3名参加した。

11、26.11.4 

講演録 riPS細胞を用いたパーキンソン病治療Jを冊子にまとめ会員に配付した。

12、26.12.4

常総保健所で患者家族の交流会があり、支部長他6名参加した。

13、26.12. 7~26. 12.8 

パーキンソン病友の会恒例の一泊旅行が台風襲来で延期になり変更して行った。

14， 27.1.25 

平成 26年度第 2回県南地区の患者・家族の交流会を龍ヶ崎市の 馴柴コミュ二テ

イセンターで開催し 85名参加した。

15、茨城県難病団体連絡協議会の活動

(1) 26.5.18 

第32回総会が茨城県総合福祉会舘で行われ、支部長他6名参加した。

(2) 26. 6. 23 

筑西市が難病見舞金を取りやめ、復活申請のために、筑西市長にお会いして、復活

に至った。会員3名も参加した。

(3) 26. 10.19 

難病フェスタが茨城県総合福祉会館で開催され、支部長他6名参加した。

(4) 26. 12.2 

茨城県との懇談会が開催され県に要望をした。支部長他 1名参加

16、その他の活動

支部役員会開催 支部だより発行 全国会報発行

4. 7 9. 15 95号 8. 1 136号 4月

5. 12 11. 13 96号 12. 1 137号 8月

5.26 1.11 97号 3. 4 138号 11月

7.11 139号 l月
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く第4号議案>
平成26年度会計監査報告

平成26年度の一般会計及び特別会計の決算を監査した結果、
現金出納帳、預金通帳、振替口座、領収書等すべての会計処理は、
いずれも公正妥当であることを認めます。

平成27年4月9日
全国パーキンソン病友の会茨城県支部監事 竹内泰生印

加藤辰男印

く第5号議案>

平成 27年度活動方針

1、保健所、病院、マスコ ミ等を通じて未加入潜在患者に働きかけると

共に、一般社会にパーキンソン病についての啓蒙活動を行います。

2、人と人との粋を大切にし、友愛活動を活発化させ遠隔地の方々にも

参加を呼びかけます。

3、県央・県北・県南の地区活動の推進を図ります。

4、全国ノ々 ーキンソン病友の会、茨城県難病団体連絡協議会との連携を

深めます。

5.支部会報の充実を図ります。

6.会員の親睦を図り情報の交換を行うため、一泊旅行を行います。

7、病気を理解し、学ぶ姿勢を持ち、 自分らしい生活を送り、人生を明

るく楽しく有意義にするよう会の運営を行し、ます。
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く第8号議案〉

平成 27年度支部役員選出名簿

役 職 氏 名 住 所 担当地区

支部長 O 植本泰久 龍ヶ崎市 県全体担当

副支部長
O 植本純代 龍ヶ崎市 県南地区

事務局長・会計

事務局員 竹内照代 目立市 県北地区

事務局員 大久保幸市 つくば市 県南地区

事務局員 ※ 根本祐一 鉾田市 県央地区

監 査 竹内泰生 目立市 県北地区

よ匹EとL 査 加藤辰男 東海村 県北地区

0:茨難連 ※新役員

-
パーキンソン病のリハビリテーション

背筋を伸ばし、腕を大きく振り、なるべく大股で、謹か5足を着き、
リズムに乗って歩きましよう。

--・--一円W由一-・h 司仇「

j誇翁はピンと i 
申ばすこと

Lryglま大きく j 
i 振って

。図示した部位を意識しながら歩行訓練を行うと効果的です

マックス 42号から
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第 30固定期支部総会に参加して

私は第 30固定期支部総会に初め

て参加しました。初めての参加とあ

って、遅刻しないよう、早めに受付

を済ませました。

それでも朝の身支度から始まっ

て、会場にたどり着くまで、にすっか

り疲れてしまいました。

総会は議長の寺門さんの進行で

進められました。活動内容、会計報

告など初めて知る事も多く、改めて

役員の方々のご苦労に聞き入りま

した。繰越金についての質疑等も有

りましたが、 スムーズに承認され最

後は役員の選出でした。役員で4名

の方(寺門、宮部、大畑、清水)が

辞められ、新たに 1名の方(根本さ

ん)が新役員に加入されました。4

名の皆さんのコメントの中で、大変

なご苦労を背負いながら役員を引

き受けてこられたことに頭が下が

る思いがしました。

総会終了後は昼食タイム。この時

間には『パーキンソングを歌いなが

ら』の曲が流れて皆さんは各々に歌

っておられました。

午後は恒例の講演会です。今回は

筑波大学玉岡先生でした。演題は

『パーキンソン病の診断と治療』で

す。 玉岡先生のプロフィールが紹介

されると、 一瞬にして会場内の空気

11 

つくば市小原睦男

が変わるのを感じました。

私は講演中、オフ状態が続き内容

の理解が思うようにできませんで

した。また、理解できるように思え

ても、しばらく経っと解らなくなっ

たりすることも有りました。体調の

波のある中で長時間の研修会参加

には、無理があることを思い知らさ

れたのが現実でした。

今回の参加で嬉しい事も有りま

した。

以前『やみぞ一泊旅行』で知り合

えた方々と再会で来た事です。お互

いの体調や近況の話ができたこと

で、「また頑張るぞ」との気持が持

てました。

ほんとうにありがとうございま

した。



平成27年度国会請願集会に参加して

4月 15日(水)'""'-'16日(木)に

かけて国会請願を行いました。

この行事は茨城県支部では支部

長と事務局長が参加しました。

集会では中村代表理事が挨拶さ

れ、続いて患者家族の訴えとして、

埼玉県支部 山口祐吉さん、新潟県

支部 岡本陽ーさん、宮城県支部

青木康則さんが代表で訴えを行い

ました。

その後に、集まってこられた衆・

参議院の代議士さん(秋野公造氏、

小池晃氏、江田康幸氏、清水忠史氏、

赤嶺政賢氏、山本太郎氏、福島みず

ほ氏、田村智子氏など)がご挨拶に

来られて、請願集会は一応終わりま

した。

その後皆様から集めた署名を持

って、扱ってもらえる議員のところ

に手分けして伺いました。

茨城県支部では、茨城県の議員さ

んに事前に連絡を取って、衆議院は

田所嘉徳議員、参議院は岡田広議員

にお願いをしておき受け取っても

らい、その他の議員さんには会報を

お届けして、 請願活動は終わりまし

た。

その後、学士会館と云うところで

夕食会を行い、その日は終わりまし

た。

12 

事務局長植本純代

翌日は、学士会館の一室をお借り

して、厚生労働省の疾病対策課長

田原克志様による『新たな難病対策

について』と云う難病についての詳

しい説明がありました。

私たちは6月に全国大会を行うの

で、田原克志疾病対策課長にご挨拶

に伺いました。

難病対策はこれからの対策で変

わっていくことがあります。 一応難

病に対する法律ができたという事

ですので、関心を持っていってほし

いと思っています。

参議院会館講堂においての集会



第6回定時社員総会と第 39回全国大会(茨城大会)を開催して

茨城県支部長植本泰久

6月23日(火)"'-'24日(水)にかけて第6回定時社員総会と第39回全国大会

(茨城大会)が茨城県主催でフk戸市にて開催いたしました。

昨年6月に北海道で行いました第38回全国大会の後、16名の実行委員会

を立ち上げて、今年の 6月21日(日)の実行委員会まで 21回行い、その他に

もそれぞれに多くのご協力を頂き、やっと全国大会の開催に至りました。

その時に先ず心配したのが、資金のことでした。本部からは 1，300，000円

出していただけるのは解っていましたが、それだけのお金ではまかなえるは

ずがありません。私たちの前に行われた支部からは出来るだけ多くのお金を

集めることが大切であるとお聞きしたものの、私たちはお金を集められるの

だろうかと云うことが大きくのしかかってきました。

その時に、前茨城県難病団体連絡協議会会長の千葉洋子さんが、 8月の暑

い中 1日に 5か所を寄付の依頼の為にご案内下さいました。予算のとれる

時期を外すと寄付が頂けないということも私たちは初めて知りました。

茨城県は、 出してくれないというので、水戸市長にお会いして、寄付をた

のみに伺いました。過去 3年間に行った地元で協力していれば、水戸市も

行いますとお約束下さいました。

製薬会社さんは申込書類の記入が沢山あって、 2週間かかったところも有

りました。その他プログラム冊子への広告依頼、寄付、募金などをお願いし

て、資金が集まりました。

最近の全国大会は分科会など行って、総会の時間は短くて、 忙しく過ぎて

いると感じていました。それで、今回はゆったりと癒される会にしたいと思

い分科会など行いませんでした。(茨城県支部で分科会を行う力が無かった

ということかも知れません。)

そして全国大会は、来賓として茨城県から保健福祉部長の松岡輝昌様、水

戸市長の高橋靖様、茨城県難病団体連絡協議会から佐々木一志様の三人にご

来席頂きご祝辞を頂戴致しました。

講演は、座長には茨城県立医療大学の永田博司教授をお願いし、講師とし

13 



て、順天堂大学附属浦安病院リハビリテーション科教授 林 明人先生の

『パーキンソン病のマネジメントとリハビリ』と

京都大学大学院医学研究科臨床神経学教授高橋良輔先生のWiPS細胞を用い

たパーキンソン病治療法開発』をお願してうまくまとまりました。

大会アピール案も茨城県支部の竹内泰生がはっきりと丁寧に読んで、採択

され、支部長のお礼の挨拶で予定通り無事に終了致しました。

これらは、大会実行委員の方々をはじめとして、ボランティアの方々、中

村代表理事や、その他いろいろな方にご協力を頂き無事に終わることができ

ました。ここにお礼を申し上げますと共に皆様に感謝致します。

会員・家族の作品展

総会準備風景
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第 39回パーキンソン病全国総会・大会を顧みて

平成26年 5月26日、臨時役員会

が開かれ本部より関東甲信越地区

から代表として茨城県が受けても

らえなし1かと打診されたとのこと

だが、いまだ日は決まっていない。

皆さんが真剣な顔になり受ける

か受けなし1かなかなか意見がすっ

きりとまとまらず、賛成者は 3人、

反対者は 1人、後はどちらともいえ

ないという事で、取りあえず行うと

いう事に決定しました。

実行日は平成 27年6月 23日・24

日に決定したと聞かされ、支部役員

会では真剣に討議されました。とに

かく初めてのことなのでどんなふ

うにやるのか見当もつきませんで

した。(本当は今回は 2回目で、 1

回は 20年前に行っていました。)

つくば市大久保幸市

第1回の実行委員会が8月8日に

行われました。実行委員には栃木県

の支部長の菊田和夫さんにも入っ

てもらいました。

実行委員会の会を重ねること、 21

回、ようやく粗筋が見えてきました。

スローガン、寄付金、ボランティ

ア、招待者、役員の仕事、司会者な

ど話合ったことは書ききれないほ

どです。

植本支部長をはじめ仕事を担当

して頂いた方々、大会を振り返って

みて満足できたのではないでしょ

うか。

各県の参加された方々、いかがだ

ったでしょうか。

来年の宮城県の全国大会の成功

を祈ります。

受付風景
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全国大会を開催して

今回、思いもかけない難題をクリ

アして感じたことを書きました。い

かに人間一人ひとりの考えが違う

か、 それを纏めることの大変さをい

やと云うほど考えさせられま した。

一年前に茨城に全国大会が廻っ

てきたいきさつを聞いても、ピンと

きませんでしたが、やるしか仕方が

ないなら全員協力してやろうとい

う事になりました。

今まで一度も全国大会に参加し

たことのない人の集まりで、どこか

ら手をつけて良いのやら五里霧中。

支部長、事務局長だのみで、半年位

はさっぱり具体的なものが見えな

い状態でした。最後の三カ月位から、

やっと行き先が見えてきて、眼の色

が変わったなと感じられるように

なりました。

総会・大会当 日、開けてびっくり、

12人の実行委員とボランテァさん

の協力で、それなりの大会・交流会
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目立市竹内照代

を実施することができました。

会場内外を右往左往する入、作品

展示の飾り付けをする人、受付、挨

拶、京成ホテルと水戸駅を何度も往

復する人、しかも突然の雨に降られ

てホテルで傘を借りて道案内の

方々に届けてくれたりした人など、

いろいろな協力を得ました。

当日は今までの皆のちょっとし

たいさかいがあったことなど考え

られない活躍ぶりで、無事終了する

ことができました。

体が不自由な方々も遠方からお

見えになり、感激でした。主人など

まだまだ大丈夫と感じましたが、本

人でなければ解らない事とは思い

ますが、皆様に元気をもらって、こ

れからの人生、明るく前向きに生き

てもらいたいと、しみじみ考えまし

た。

とても有意義な経験をさせてい

ただき、ありがとうございました。

竹内照代さんの作品

伸同o--



茨城県支部の皆さんと実行委員会の仕事をして

植本泰久様、純代様、この度は全

国総会 ・茨城大会実行委員にお誘い

くださって、本当にありがとうござ

いました。大会がほぼ計画通り終わ

って振り返ってみたとき素直に自

然にこの思いが出ました。

平成 25年 10月頃から始まった、

関東 ・甲信越地区での開催地選びが

粁余曲折の末、ブロック長の植本支

部長が責任感から茨城開催を決断

されたと聞いていました。平成 26

年7月に植本支部長から委員会にお

誘いの電話をいただいたとき、あの

症状で頑張ろうとしておられる支

部長を前に、お断りする理由が見当

たりませんでした。

平成 26年 8月8日の第1回実行

委員会では植本支部長・事務局長を

中心とした茨城県支部役員の方々

に加え茨難連会長、県難病相談支援

センタ一保健師それに栃木県支部

からの応援が加わり総勢 16名で立

上がりました。

立ち上がり初期の委員会では「な

ぜ茨城で引き受けたか」とか委員会

人事で委員長が釈明を求められる

場面もあり ましたが、準備が進むに

つれて、このイベントは茨城でやり

通さないといけないという気持ち
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栃木県支部・支部長 菊田和夫

が強くなり、交流会の計画段階では、

歴史の街水戸らしい質素でも印象

深い大会だったと言っていただけ

るようにしたいという気持ちが強

く芽生えてきました。この時の私は

完全に茨城県支部の 1員でした。

大会当日、私は総会の議長役があ

りましたので、その準備も含め 16

時ころまで実行委員の方へは意識

が回らなかったのですが、その後ボ

ランティアの方の動き、実行委員の

方の動きを見て、予定通り+アルフ

アでご活躍されているのを見て感

動してしまいました。

今回の経験を無駄にしないよう

栃木県支部の運営に生かして行き

たいと思います。

茨城県支部の皆様本当にありが

とうございました。心からお礼申し

上げます。



第 39回全国大会(茨城大会)開催に寄せて

茨城より選ばれた開催地「水戸市J

において、全国大会が開かれたこと

について誠におめでとうございま

す。友の会の会員を中心に、それぞ

れが役割分担をし、仕事の分業を行

い、 その結果、会場内にいる参加者

大分県支部長松本盛太

ものであり、スタッフ全員の事前の

大変な回数の打合せの様子が手に

取るように感じられ、今後の開催県

の参考にする価値ある取り組みの

一つだと思います。

のさばきがよく、大きな混乱もなく 今後の課題について

第 1段階が無事終了致しました。 次回総会開催県である宮城県の

また、開会式での支部長の挨拶は、 担当者全員に早い時期に引き継ぎ

支部長自身、体調が十分でないにも の手続きを行う必要があり、大いに

関わらず、腹の底から、にじみ出る 参考にしてもらいたい。

声で堂々と挨拶したのを見た時点 特に必要なのは、金銭面、動員人

で今回の総会が成功裏に終わるの 数等の実績が参考になると思いま

が確信されました。それだけ、挨拶 す。

に気合が入っているのが我々にひ

しひしと伝わってきた感じがしま

した。

茨城県友の会の総力を挙げての

必死なとりくみ姿勢が、支部長の奥

様の落ち着いた態度の中にすさま

じい精神力が感じられ、今回の総会

がふだん通りに無事に終了できた

のも奥様のご尽力がし¥かに大きか

ったかを感じざるを得ません。奥様

大変ご苦労さまでした。

また交流会の催し物も、少なくも

なく、 多く もなく、その内容におい

てもレベルも高く大好感の持てる
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しっかりとした基本計画を立て、

それに見合った取り組みを行う事

が必要な条件になります。その点か

らいえば、今回の茨城大会は参考に

なる事例と言えます。豪華にすれば

よいというものではなく、そこに一

定の歯止めが必要なことです。

茨城県においては、今回経験した

内容について、残せるものは、すべ

て引き継ぎの対象として書面で残

す事が当事者にとって最後の必要

最低限の仕事です。次回、開催の宮

城県に置かれましては、どうか今回

の内容を参考にしながら宮城県独



自のカラーを出した大会にして下

さし10

今回の茨城県の大会は参考に値

する、素晴らしい大会で、あったこと

は間違いありません。茨城県、宮城

県の友の会の皆さま、よろしくお

願い致します。

全国大会と日本パーキンソン病コングレス参加の感想、

小生は6月 23日の 18時 30分か

らの交流会から出席です。開始まで

の問、会場の脇のホールで雑談をし

ている中に茨城県大会事務局メン

ノ〈ーに目立市の竹内さんご夫妻、尾

沼友江さんが抜擢されておられ大

変感動しました。

交流会が始まって、先ず席は各県

単位に並んで、兵庫県地区のテーブ

ルは、 10人単位で解り易かった。水

戸黄門御一行やみとちゃんなども

出演し、会場を沸かせた。また磯節

保存会による歌と踊りは場を盛り

上げ、続いての尾沼さんの『おもし

ろクイズ』があり妻が答えて賞品を

もらって喜んで和気あいあいのう

ちに終了となりました。

翌日、 6月 24日、朝 9時から各

先生による講演が持たれ一つ一つ
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兵庫県支部松井正弘

が参考になりました。

午後からのコングレスでは老人

の性欲についての質疑応答があり、

先生たちが真撃に答えておられま

した。

夕食の時間となり先生方も各テ

ーブルに来られ、お話し下さいまし

た。

その時間に広島県支部の方々に

よる合唱があり、現代的な曲でとて

もよかった。などなど楽しい事がい

っぱいでした。

全国総会・大会は茨城県支部が主

催で実行委員の方々それぞれに重

責を担って大変ご苦労さまでした。

聞くところによりますと、いろいろ

大変だ、ったそうですが、参加した私

たちは楽しく過ごすことができて、

ありがとうございました。



全国大会参加のお礼

茨城県パーキンソン病友の会の

皆様、関係者の方々、大会の準備、

計画など本当にご苦労さまでした。

そしてありがとうございました。

(私たち患者 ・家族の為にありがと

うございました。)

私は久しぶりに兵庫県から茨城

県に帰って来て、役員の方々、竹内

さん、尾沼さんとお会いしました。

懐かしく思い日立市時代、茨城県支

部に入っていた時を思い出しまし

た。皆様のお姿を拝見しまして元気

(ファイト、明るさ)を頂いて神戸

兵庫県支部松井多永子

にリ帯ってきました。4、さなことでも

皆様のお手伝いが出来ればと思い

ました。

先生方、患者様、その他の講演、

お話で一つ一つが感動し、参考にな

りました。

兵庫県姫路市の木村美貴子さん

が立ち上げられました施設『あけび』

に感動しました。『あけび』のよう

な施設が全国にいっぱい出来てほ

しいと思いました。ありがとうござ

いました。

元住んでいた茨城県支部の方と
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全国総会・大会・ JPCに参加して

全国総会全国大会第1回JP 

Cの開催大成功おめでとうござい

ます。

私達 沖縄県からは、 5名で参加い

たしました。22日水戸市に入り、

23 日支部長が総会に出席している

間に 私達4名は、観光に出かけま

した。それも、茨城県支部の計らい

の、お蔭だと感謝しております。パ

ンフレットが、入っていましたので、

出かける前から、どこを見ょうかと、

ワクワクしながら、決めました。

そのあとに、誌上座談会同窓会が、

予定されていましたが、総会が，思っ

た以上に延び、少しの時間しか出来

ませんでしたので、残念でした。

その聞に、大会実行委員長の、植

本純代様が、ボランティアの皆様方

へも、細やかな対応をしていらっし

ゃるのにとても感心致しました。

その後は、交流会 おもしろクイ

ズで、盛り 上がり、野口雨情の童謡、
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沖縄県支部 又吉朝子

大きな声で、歌いました。楽しい時

間は、あっという聞に過ぎ、来年の

開催地宮城県へのバトンタッチ。

2日目、 3日目と、講演会、第 1回

JPC開催と、並々ならぬご苦労が

あったことと思います。

私たちは、25日も宿泊しましたの

で、講演会終了後、カラオケまで出

かけました。まさか水戸市まで、来

てカラオケができるとは、思っても

みませんでした。実は7月18日に、

会員の親睦を図る為の音楽祭を開

催しますので、その練習です。それ

もホテルから近くで、格安料金でし

たのでピックリしました。

ゆっくり駅ヒマルを散策したり、そ

れも会場が、良かったからだと思い

ます。その夜は、部屋に集まり、カ

ップラーメンなどを持ち寄り、恒例

の報告会もできました。

茨城県支部の皆様大変お世話に

なりました。有難うございました。



全国パ}キンソン病友の会全国大会(茨城大会)に参加して

今年も無事に全国大会を楽しむ

ことが出来ました。改めて大会を開

催して下さいました茨城県支部関

係者の皆様に深く感謝申し上げま

す。

昨年に続き、主人と二人で参加し

静岡県支部鈴木彰子

毎回、大会に参加する度に感じる

のですが、大会関係者の皆さまの懸

命に取り組まれる姿を拝見します

と、自然と勇気づけられます。また、

初めて傍聴しました総会では、 1月

1日から施行された難病新法への

ました。のどかな田園風景を眺めな 質問も含め、多くの意見が出され活

がら、終点の水戸駅に到着しました。 発な議論が行われました。

北口を出ると、すぐ水戸光園公御一 総会にて出された 10あまりの

行の銅像と地元のボランティアさ 重点課題の中で、直近の難問である

ん達が、お出迎え下さり、心配して 「難病新法」については、本部提供

いたホテルまでの急な坂道も何と の資料「難病法への対応の概要Jの

かクリア出来ました。(帰路の下り 説明を受け、支部会員への正しい周

坂では危うい場面に遭遇した患者 知の必要性を強く感じました。難病

は少なくはなかったよ うでした

が・・ 。)

予定より早めに到着したので、会

場を確認、受付後、観光巡りを計画

していましたが、やはり会場にて懐

かしい方々と会ったとたん会話が

弾み、計画変更となりました。

ホールには、茨城の会員さんによ

る力作が数多く展示されていて、感

動しました。
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法案の揺れ動く難しいこの時期、 3

年後の経過措置をも見据えて、この

総会をきっかけに多くの患者さん

が友の会の意義を見いだしてくれ

ますことを期待します。



茨城大会に参加して

『私がウルトラマンになった日J

~歌い継がれていく歌に~

広島県支部鎌田俊三

1か月のリハビリ入院を終えて、「別人のようになって帰ってきた。」と、

言われて6・7年がたつ。体が右に傾き、世界遺産のピサの斜塔になぞらえ

て、「ピサ症候群』という病名までいただいてしまった。その上、 pdのせ

いばかり だと，思っていた腰痛も、脊柱管狭窄症からくるものだと言われ、早

速、医師の指示通り、腰に巻くコルセットを特注し、寝る時以外は常時着用。

今では、コルセッ トなしでの生活は、考えられなくなった。しかし、コルセ

ットに頼ってばかりいたせいか、腹部のまわりの筋肉はすっかり衰え、お腹

から声が出せなくなり、大好きだ、った歌も、歌いづらくなった。寝返りが難

しくなり、起き上がるのもやっと。杖もないと歩行困難。ちょっと、重い物

でも持とうものなら大変。すぐ、腰にくる。背も低くなった。薬も何度も変

えていただいたが、ウェアリングオフ現象に悩まされ、現在ではリハビリを

受けながら、手足の震えや、ろっ骨の腹部への食いこみの激しさに、身体が

悲鳴をあげているといった状態だ。そんな悲観的になる時、きまって口ずさ

んでいる歌がある。

P生きて !生きて! 生きて!

笑って! 笑って! 笑って!

前へ! 前へ! 前へ!

向かつて! 向かつて! 向かつて!

(rパーキンソングを歌いながらJより)
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この歌は、自分自身への、また、 同じ病気の仲間達へ贈るエールだと思っ

て創作した。

東京大会でご披露させていただいて以来、今年の茨城大会によばれるまで、

あしかけ 5年目になる。

今年は、 冒頭に記したよ うに、体調がかんばしくないので、あまりにも遠

すぎる茨城大会への参加は、断念せざるをえないと、内心、思っていた。 し

かし、 一念発起、参加を決意(オンになりますように・・・ ・。)と、祈

るようにのぞんだステージは、それまで震えの止まらなかった身体が、「エ

イッツ!Jの、掛け声ひとつで、まるでウルトラマンになったかのように変

身。しかも、 杖なしで、は歩けなかったのが、気がつけば、(あっ、杖を持っ

ていない!)と自分でもびっくり。会場の皆さんも、のってくださり、手拍

子とともに、大きな声で、歌ってくださった。それは、翌日、開催されたJPC

の懇親会のステージでも、同じ現象が起きた。構音、嚇下障害を防ぐために

倉リったリハビリソング、「ふしぎな虹の歌」を歌った時だ。昨年、広島であ

った医療講演会で、順天堂大学の服部先生が、「アッ!レインボウJという

言葉を発声することが、私達の悩みのひとつで、ある、声が出にくくなるとい

う症状を軽減してくれると、ご教授くださった。そのことをキーポイントに、

歌にしたのだ。このときも、ウル トラマンのオン?の時間、 3分間ばかりか、

その何倍も、ウル トラマン鎌田は、ステージを所狭しと、杖なしで飛びまわ

リ、会場の皆さんとのかけ合いの声が、賑やかに響きわたった。「せえの!J 

「アッ!レイ ンボウ。J

昨日同様、精魂使いはたして、身体を震わせている私のもとに、「うちの

支部でも歌いたいので。」と、楽譜を希望される方が、何人もこられた。

広島に帰って数日後、埼玉で保健所に勤めていらっしゃる方から、ご自身
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のピアノの弾き語りによる『パーキンソングを歌いながら』の、テープが届

いた。胸に熱いものが、ジ~ンとこみあげてきた。

こうして、私のこの歌は、少しづつだが、人々の心に、何かを贈り届ける

ことができているようだ。苦しいとき、辛くて泣きそう なとき、これらの歌

を口ずさんでほしいと思う。そして、貴方も、ウルトラマンになってほしい。

たとえ、薬の効き 目は短くても。

茨城の皆さんは、本当にあたたかかった。それは、水戸駅の改札口を出て、

すぐに感じられた。道案内をされる、ボランテイアの皆さんのやさ しい笑顔

や、 声かけ。まるで黄門さんや、助さん、格さんがし1るようで、心強かった。

茨城県支部長さんをはじめ、スタ ッフの皆さん、初めての JPCと併せて大

変だ、ったと思います。ご苦労さまでした。そして、いっしょにステージを盛

り上げてくださった、中村会長、茨城、神戸、広島支部の皆さん、げんきな

こさん、その他大勢の方々に、感謝申し上げます。

これからも、「パーキンソングを歌いながらjや、「ふしぎな虹の歌」が、

歌い継がれていきますように・

(完)
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全国大会実行委員として参加して

6月23日(火)"-'6月24日(水)

の2日間全国大会に会員の一人とし

て、また実行委員として参加協力さ

せて頂きました。

私は交流会の参画と担当の一人

でした。参加して下さった皆様が共

に楽しみながら茨城県の良さを知

って頂くには何が良し、かと思い、茨

城県の歴史や名所を織り込んだク

イズを考えました。

大会当日エレベーターから降り

てくる皆さんをお迎えした時、車い

すで来た人が不自由な体にもかか

わらず、笑顔で降りてきた人に嬉し

くなって思わず「よくいらっしゃい

ました!Jと初めて会う友に心から
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そう思いました。

夕方になって交流会が始まり、時

間が過ぎて、いよいよ私の出番の

「おもしろクイズ」になりました。

緊張はしましたが、会場の皆さんは

前もって準備したテーブル番号の

書いたうちわを挙げてクイズに答

えてくれました。

茨城県の良さを少しは知ってい

ただけたのではなし1かと「ほっJと

いたしました。

今まで他県の全国大会に参加し

たことがありませんので、次回宮城

県の大会は是非出席したいと心か

ら思いました。それまで体を大切に

過ごしたいと思っています。



全国パーキンソン病友の会茨城大会に思う

先ず始めにて私個人として実行

委員のメンバーに謝らなければな

らないと思う。なぜかというと、

この大会を 「茨城県でやるか否かJ

について検討したときに率先して

「やろうJと言って実施の方向づ

けをして置きながら、①両膝の手

術で、止むを得ないこととは言え、

協力出来なかったことと、 ②さ

らに出来も しないのに「ビデオを

撮ろう」と言いだし、はらはらさ

せたことです。その負い目は今十

分に味わっています。

さて、本題に入りましょう。総

評して「完全燃焼」とまではし1か

ないもののほぼ満点だ、ったとおも

う。 特に司会者が良かった。従っ

て懇親会は大いに盛り上がり、満

足していただけたと思う。講演会

の内容もよかったし、懇親会とは

十丁って変わって整然と聞くことが

出来た。質問も適当にありました。

もう一つ、私が残念に思ったこ

とは「大会アピール案が会場で、議

論されることなく採択されたことJ

です。 茨城県支部でも議論したい

27 

東海村加藤辰男

と思いましたが、時間が無く、終

わりになりました。「次の開催地へ

の引き継ぎ」はきちんとされまし

た。

私自身の反省ですが前に述べた

他にもう一つ、「本業を忘れて」別

のことに奔走していたことです。

実は交流会の時、ビデオ撮りをそ

っちのけにしてマイク片手に客席

をまわり、お陰でビデオは肝心の

ところが抜けてしまいました。後

で支部長に話したところ“ボラン

ティアにやってもらえばよかった

のに"といわれて納得した。でも、

一番楽しかったのは私でした。

もうひとこと、今回の成功の大

部分は事務局長のお陰であると言

いきれます。但し、一言つけ加え

させていただくなら「後継者をJ

育てましょう。



事務局からの連絡

。平成27年 4月26日(日)に第 30固定期支部総会と講演会を行い無事
終了しました。総会の議案書は縮小して第 1号議案~第8号議案まで掲

載しました。関心を持ってご覧ください。

。6月23日ωく)'"'-'24日(水)にかけて、全国大会を水戸市の水戸京成ホテル
で開催致しました。会員の皆様にも参加頂いた方があります。そして引

き続きの JPC(日本ノ号ーキンソン病コングレス)にも参加して下さった方

も有ります。いろんな場所に出て、勉強する機会があれば、参加される

ことをお勧めします。

。平成27年度第 1回県南地区交流会開催のお知らせ
日時: 平成27年 8月23日(日)

場所: 常総市石下総合福祉センタ一大研修室他

常総市馴柴新石下 4365 TEL:0297-30・8555

(関東鉄道常総線、石下駅から徒歩約 10分、

石下豊田城のすぐ近く)

内容: 午前 : 朗読、尺八演奏

午後 : 情報交換、困っていること、相談したい事

。10月 18日(日)'"'-'19日(月) 一泊旅行を開催します。
大子温泉『やみぞ』です。今回は葉山美貴先生にポールウオーキング

の指導をしていただきます。りんご狩りも行います。

多くの方の出席をお待ちしています。9月半ばに案内を出します。

。今年は支部創立以来 30年と云う節目です。記念講演会を致します。
明今年度の流れがにも書きましたが、 JI頂天堂大学の水野住邦先生でパ

ーキンソン病を良く知っておられる先生です。多くの患者さんは主治

医と良いコミニュケーションが取れないという話を聞きますのでフk野
先生に医療相談会も行って頂きます。
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編集後記

今年度 1回目の支部だよりの発行が遅れました。六月に全国大会を行い、無事

に成功裏に終わりましたが残務処理も多いことと、暑さで体調も悪く、支部だよりの

発行に時間がかかりました。お詫びを申し上げます。今回は全国大会特集号としま

した。 是非、読んでみてください。

会員皆様の体験記、自分史、生活の工夫、苦言、行ってほしいことなど、

また、詩、短歌、俳句、川柳、その他の作品など募集しています。ご自分

の発表の場としてご利用下さい。

なお、メールを使われる方はメールでお願いします。(メールアドレスは

表紙にあ ります。)

編集者 全国パーキンソン病友の会茨城県支部

〒301-0856 龍ヶ崎市貝原塚町3552-6

TEL&FAX 0297-64-3546 

発行者 特定非営利活動法人・障害者団体定期刊行物協会

干157-0073 東京都世田谷区砧6丁目 26-21

TEL 03-3416-1698 FAX 03-3416-3129 

頒価 500円
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